
2I3　再び「一衣帯水」

再
び
「
一
衣
帯
水
」
　
－
あ
と
が
さ
に
代
え
て

先
だ
っ
て
新
聞
を
み
て
い
た
ら
四
段
抜
き
の
「
中
日
両
国
は
一
衣
帯
水
」
　
（
共
に
ぬ
れ
る
）
と
あ
る
の
を
み

て
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
副
見
出
し
が
「
に
こ
や
か
に
（
中
国
展
）
開
幕
」
と
あ
り
、
大
阪
中
国
展
の
模
様
を

報
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
中
身
を
読
ん
で
二
度
び
っ
く
り
、
と
い
う
よ
り
ふ
う
む
と
思
っ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
中
国
展
覧
団
李
永
事
の
開
幕
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
「
中
日
両
国
は
一
衣
帯
水
の

隣
邦
で
あ
り
、
二
千
年
余
り
の
友
好
往
来
と
文
化
交
流
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
一
衣
帯
水
」
は
戦
後
の
日
本
で
は
、
「
同
文
同
種
」
（
同
じ
系
譜
）
　
「
唇
歯
輔
車
」
（
互
い
に
補
う
）
等
と

共
に
戦
犯
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
こ
と
ば
と
し
て
あ
る
。
日
本
帝
国
主
義
は
如
何
に
も
友
邦
的
表
情
で
こ
れ
ら

の
こ
と
ば
を
盛
ん
に
連
発
し
て
、
結
局
は
中
国
侵
略
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
存
在
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
戦
後
竺
」
の
こ
と
ば
を
批
判
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
肯
定
的
に
使
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
こ
う
や
っ
て
当
の
侵
略
さ
れ
た
中
国
人
の
側
で
使
わ
れ
た
こ
と
を
意
外
に
感
じ
る
と
共
に
、
な
に
が
し
か
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の
納
得
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
世
界
的
な
民
族
主
義
の
流
行
か
ら
・
自
分
の
国
と
他
の
国
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
、
す
っ
か
り
定
着

し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
買
え
る
。
確
か
に
中
国
と
日
本
と
で
は
文
も
種
も
ま
る
で
異
な
る
o
そ
れ
を
「
同

文
同
聖
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
政
治
的
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
た
o
文
や
種
は
か
。
で
な
く
、
実
際
か
の
地
に
い

っ
て
み
る
と
、
色
も
音
も
匂
い
も
ま
る
で
違
う
と
い
う
感
じ
が
あ
る
。
自
転
車
の
ベ
ル
や
革
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
音
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
日
本
の
に
比
べ
て
い
く
ら
か
音
程
が
高
い
感
じ
が
す
る
o
ま
し
て
思
索
の
仕
方
、

社
交
の
方
法
に
お
い
て
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
o
し
か
し
（
そ
の
こ
と
に
よ
る
相
手
国
の
認
識
は
高
ま
っ
た

と
し
て
も
）
同
時
に
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
の
は
、
海
を
越
え
て
つ
な
が
り
あ
う
連
帯
感
で
は
な
か
ろ
う
か
。

昔
も
今
も
日
本
人
の
中
国
認
識
は
う
と
い
の
で
あ
る
が
、
戦
後
の
国
交
断
絶
関
係
に
お
い
て
：
」
と
に
中
国
＝

外
国
の
観
念
（
無
知
）
の
パ
タ
ー
ン
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
o
そ
れ
が
中
国
の
側
か
ら
「
一

衣
帯
水
」
と
い
う
こ
と
ば
で
、
つ
と
手
が
差
し
出
さ
れ
た
o
中
国
の
強
烈
な
民
族
主
義
の
中
に
は
、
そ
う
し
た

国
際
性
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
ち
ら
側
か
ら
も
、
自
分
の
納
得
ゆ
く
中
国
の
ど
の
蔀
分

か
に
コ
、
、
、
ツ
ト
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
と
り
も
な
お
き
ず
、
つ
、
・
、
ツ
ト
し
た
部
分
以
外
の
中
国
と
の
争

い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
こ
と
で
む
し
ろ
連
帯
の
証
し
に
な
る
よ
う
に
つ
な
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
o

私
に
は
そ
う
思
え
た
の
で
あ
る
。

い
み
じ
く
も
私
は
中
国
で
、
妙
な
国
際
連
帯
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
確
か
広
東
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
二
、
三
の
小
学
生
が
い
て
話
し
か
け
た
と
こ
ろ
す
ぐ
に
日
本
人
と
わ
か
っ
て
く
れ
た
。
「
何
故
わ
か
る
の

か
」
と
い
う
と
、
「
洋
服
を
着
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
。
「
顔
は
I
L
と
い
う
と
、
「
顔
は
同
じ
だ
」
と
答

え
た
。
な
る
ほ
ど
子
供
の
眼
で
み
れ
ば
、
衣
が
な
け
れ
ば
日
本
人
も
中
国
人
も
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
調

子
で
両
国
が
共
に
歩
め
ば
い
い
の
だ
　
－

お
あ
り
に
こ
の
繭
に
つ
い
て
記
す
と
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
本
が
生
れ
る
に
あ
た
っ
て
三
人
の
方
に
感
謝
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
私
を
中
国
に
接
し
さ
せ
て
下
さ
っ
た
竹
内
好
先
生
。
編
集
部
の
三
角
息
さ
ん
。
特
に
三
角
さ
ん

に
は
礼
を
い
ね
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
し
ろ
四
年
越
し
の
約
束
を
、
今
よ
う
や
く
果
し
た
の
で
あ
る
か
ら
－
。

ま
た
、
直
接
原
稿
に
つ
い
て
は
中
国
研
究
家
の
新
島
淳
良
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
本

も
、
単
に
私
一
筒
の
本
と
い
う
よ
り
、
意
見
の
遭
い
は
あ
れ
、
連
帯
の
産
物
な
の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
七
月
十
九
日
ひ
る
記
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自
衛
隊
　
　
　
星
野
安
三
郎
・
林
茂
夫
編

海
外
派
兵
、
治
安
出
動
鮮
臼
約
線
の
接
小
問
題
に
舵
機
す
る
′

核
戦
争
が
起
る
　
　
　
坂
井
定
雄
著
3
5
。

つ
い
に
枝
抑
止
論
は
破
漉
し
た
。
恐
る
べ
き
核
堰
弦
の
実
態
／

自
衛
隊
　
こ
の
戦
力
　
　
　
藤
井
治
夫
著
　
3
5
0

ア
ジ
ア
蚊
強
の
国
軍
、
掻
式
炎
化
を
も
薄
恕
す
る
術
数
の
峨
力

警
視
庁
機
動
隊
　
　
　
　
大
杉
　
百
着

無
法
の
国
民
圧
殺
娩
出
、
そ
の
俄
梅
と
船
員
の
赤
裸
を
揃
頒
′

自
衛
隊
の
作
戦
計
画
　
　
藤
井
治
夫
著
　
3
5
0

国
家
の
殻
妬
捜
哲
た
る
用
兵
に
は
じ
め
て
メ
ス
を
入
れ
る
労
作

催
涙
ガ
ス
　
C
M
毒
性
研
究
グ
ル
ー
プ
繍
　
3
5
0

継
涙
竹
光
ガ
ス
、
そ
の
科
挙
的
分
析
に
ふ
ま
え
た
治
療
と
爽
態

自
衛
隊
と
治
安
出
兵
　
　
藤
井
治
夫
著
　
3
9
0

治
安
体
制
の
確
立
を
め
ざ
す
日
経
際
の
恐
る
べ
き
実
態
を
決
る

三
雲
塚
　
　
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
部
縞
　
4
0
0

閲
う
農
民
の
メ
ッ
カ
皮
栖
力
の
姥
を
鮮
烈
に
描
く
成
田
の
記
録

在
日
米
軍
　
　
　
　
　
　
松
本
克
美
編
　
3
2
0

域
聞
体
制
下
の
鵜
地
の
組
織
と
状
況
。
猿
兼
職
萌
の
実
態
細
益

闘
う
一
二
里
塚
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
部
編
　
3
5
0

北
総
台
地
に
野
火
の
如
く
賦
こ
き
か
る
不
退
転
の
闘
い
を
輝
く

第
七
艦
隊
　
　
　
　
　
吉
原
公
一
郎
著
　
2
9
0

米
柿
の
ア
ジ
ア
支
配
の
。
施
〟
第
七
艦
隊
、
そ
の
動
向
と
装
備

常
東
か
ら
三
豊
塚
へ
　
　
山
口
武
男
著

既
成
農
民
過
勤
を
旭
ズ
屈
み
地
域
闘
争
の
峨
塙
と
鵡
図
を
語
る

米
国
軍
隊
は
解
体
す
る
清
水
知
久
他
著
　
3
5
0

世
界
放
強
の
堰
陳
を
孤
転
が
も
粗
さ
ぶ
る
執
よ
っ
を
抵
抗
闘
争

悪
業
の
危
機
と
農
民
　
　
辰
須
祥
行
着

告
発
′
扉
難
と
建
具
／
J
追
い
つ
め
る
の
か
。
近
代
化
庶
政
〟
h

戦
争
と
民
衆
　
　
　
　
　
杉
辺
利
美
著
　
3
5
0

ベ
ト
ナ
ム
の
戦
火
の
も
と
で
生
き
る
イ
ン
ド
シ
ナ
氏
族
の
歴
史

農
民
は
基
地
と
闘
う
離
村
靴
邪
痛
を
鋪
勧
　
3
9
0

長
沼
、
、
、
サ
イ
ル
見
地
撮
㌫
反
対
酬
華
の
仝
勅
を
現
地
か
ら
報
告

雑
か
沖
縄
を
知
ら
な
い
か
　
村
瀬
春
樹
著

悟
ら
れ
る
の
み
で
は
勝
春
は
な
い
。
沖
経
、
そ
の
産
能
は
何
か

毛
沢
東
選
集
－
～
9

毛
沢
東
選
集
刊
行
会
編
択
／
革
命
の
星
、
毛
沢
東
思
想
の
義
範
・
各

沖
級
　
本
土
復
帰
の
幻
想
吉
原
公
一
郎
筒
著
　
2
9
0

民
族
主
義
的
路
線
の
故
に
破
綻
し
た
復
帰
運
動
を
の
り
こ
疋
よ

連
続
革
命
と
毛
沢
東
思
想
　
菅
沼
正
久
薯
　
2
9
〇

八
億
人
民
と
文
化
大
革
命
を
指
導
し
た
思
想
を
根
底
か
ら
採
る

沖
縄
教
職
員
会
　
　
　
　
関
　
広
延
著
　
2
9
0

沖
龍
嬉
故
を
め
ざ
す
中
核
部
隙
、
波
職
員
会
の
姐
織
と
闘
争
′

中
国
文
化
大
革
命
　
　
　
菅
沼
正
久
著
　
3
5
0

世
界
を
震
癒
さ
せ
た
．
文
革
〟
を
具
体
的
事
実
に
即
し
て
分
析

全
軍
労
反
戦
派
　
　
軸
鵬
舐
中
震
貝
全
編
3
2
。

「
革
新
勢
力
」
へ
の
強
烈
を
吾
桑
と
し
て
登
場
し
た
反
戦
労
働
者

中
国
の
現
在
と
未
来
　
　
浜
∴
勝
彦
苦
　
3
5
0

経
済
建
設
の
独
自
性
を
解
明
し
捉
え
ろ
中
国
革
命
の
現
殿
階
′

沖
縄
奪
還
．
6
8
－
．
7
0
　
　
波
照
間
洋
著

へ
一
体
化
）
政
鏡
の
虚
構
を
え
ぐ
り
、
闘
い
の
描
線
を
示
す
′

毛
沢
東
の
政
治
　
　
　
　
各
務
寮
一
着
　
2
5
0

現
実
政
治
を
夷
渡
的
に
描
き
出
し
毛
沢
東
路
線
の
枚
小
に
迫
る

沖
縄
　
こ
の
現
実
　
　
　
石
田
郁
夫
著
　
2
0
0

返
還
を
目
前
に
し
た
、
殿
も
自
熟
し
た
闘
い
の
現
地
を
ル
ポ
ノ

毛
沢
東
主
義
の
幻
想
と
現
実

国
際
関
係
研
究
所
網
／
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け
る
毛
沢
兜
批
判
論
文

安
保
・
反
戦
・
沖
縄
　
　
石
田
郁
夫
著
　
3
2
0

的
年
代
前
哨
戦
の
（
魚
い
ル
ポ
）
が
拓
か
れ
た
地
平
を
突
き
出
す

台
湾
と
蒋
介
石
　
　
　
　
楊
∴
逸
舟
苦
　
3
5
0

国
民
党
政
権
に
抹
殺
さ
れ
た
一
九
四
七
年
の
氏
装
反
乱
を
報
告

弧
状
列
島
の
慮
点
か
ら
　
石
田
郁
夫
若
　
柳

日
本
列
息
の
あ
ら
ゆ
る
根
底
点
か
ら
、
そ
の
怨
念
を
発
掘
す
る

反
安
保
の
論
理
　
　
　
具
島
兼
三
郎
着
物

安
保
存
線
輪
を
そ
の
基
底
か
ら
粉
砕
す
る
。
反
安
保
の
必
然
性
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日
本
共
産
党
は
ど
こ
へ
行
く
　
片
山
さ
と
し
若

宮
本
膳
鎖
の
誤
謬
と
、
そ
の
官
僚
的
体
質
へ
の
壊
滅
的
批
判
′

公
安
条
例
　
　
　
東
京
護
憲
弁
護
団
縞
2
9
。

悪
名
高
い
弾
圧
法
の
効
力
と
楳
能
、
撤
廃
闘
争
の
方
向
を
究
明

市
民
革
命
　
　
　
　
　
小
林
良
彰
著
　
2
9
0

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
樋
カ
と
財
政
の
面
で
考
察
す
る
新
現
代
史

憲
法
を
考
え
る
　
　
　
林
　
板
子
著
3
5
。

憲
法
の
理
会
と
実
際
を
日
桁
生
活
に
即
し
て
追
求
す
る
手
引
答

べ
平
連
　
　
　
　
　
　
小
田
　
美
穂
3
5
0

組
織
な
き
組
織
が
く
り
ひ
ろ
げ
ろ
そ
の
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

身
の
ま
あ
り
の
法
律
　
　
梶
原
和
夫
苦
　
2
5
0

生
活
を
と
り
ま
く
こ
ま
ご
ま
と
し
た
法
律
問
題
の
常
識
を
諸
説

西
ド
イ
ツ
　
　
　
　
　
永
井
清
彦
著
　
3
5
0

苦
悩
す
る
ド
イ
ツ
の
政
治
・
外
交
・
社
会
・
文
化
の
諸
相
を
み
る

脱
　
税
　
　
　
　
　
　
倉
石
弘
之
著
3
2
。

脱
税
天
国
ニ
ッ
藍
ン
に
挑
戦
し
そ
の
実
態
と
責
任
を
追
求
す
る

黒
人
は
叛
逆
す
る
　
　
　
長
田
　
街
着
　
2
3
0

黒
人
の
解
放
闘
争
に
死
を
賭
け
た
マ
ル
コ
ム
X
の
思
想
と
生
涯

交
際
費
　
　
　
　
　
　
倉
石
弘
之
著
　
3
5
0

日
本
経
済
の
。
黒
い
大
河
〟
交
際
費
の
税
務
会
計
学
的
分
析
′

中
南
米
の
軍
令
運
動
　
　
鈴
木
一
郎
著

ベ
ト
ナ
ム
に
銑
く
明
日
の
歴
史
の
焦
点
、
垂
一
電
界
の
叫
び
′

税
金
作
戦
　
　
　
　
　
広
本
直
話
薯
2
9
。

「
節
税
」
の
知
識
を
面
白
く
や
さ
し
く
披
毘
す
る
痛
快
作
戦
玲

政
府
・
自
民
党
・
財
界
　
宮
城
正
行
著
　
3
9
0

安
保
体
制
派
の
悪
話
状
況
、
支
配
メ
カ
ー
一
ズ
ム
の
実
態
を
暴
く

税
務
署
へ
の
告
発
状
　
高
田
茂
登
勇
者
　
3
5
0

税
務
官
偏
の
悪
ら
つ
な
手
口
と
問
敗
の
実
態
を
内
側
か
ら
黒
く

国
家
の
秘
密
と
は
何
か
高
田
茂
登
男
著
　
3
5
0

行
政
府
と
司
法
界
を
支
配
す
ろ
官
僚
的
秘
密
主
義
の
実
態
思
慮

実
戦
的
経
営
法
学
入
門
　
小
林
優
男
著
2
9
。

中
堅
社
員
に
も
労
組
の
活
動
家
に
も
必
須
の
法
律
知
識
を
集
成

⑤

賃
銭
論
入
門
　
　
　
　
新
道
直
行
著
　
3
0
0

原
理
茸
か
ら
現
炎
の
制
度
ま
で
、
貨
全
問
題
の
縫
合
的
教
科
書

反
体
制
労
働
連
動
と
は
な
に
か
松
葉
武
雄
他
著
3
2
〇

七
〇
年
代
労
働
遊
動
の
方
向
性
を
そ
の
原
点
的
把
握
か
ら
提
起

賃
金
問
題
の
考
え
方
　
　
板
東
慧
著
　
3
5
0

賞
金
脚
争
の
謎
本
的
命
題
を
ふ
ま
え
、
問
題
の
立
て
方
を
概
説

現
代
労
働
連
動
批
判
　
　
山
本
正
之
薯
3
5
0

右
姐
的
載
録
統
一
の
雪
崩
れ
に
ど
う
抗
す
る
か
を
採
る
力
作
′

革
新
の
原
点
と
は
な
に
か
　
藤
田
芳
雄
著
　
4
2
0

長
船
社
新
の
陶
い
を
教
訓
化
し
っ
つ
展
翻
す
ろ
将
的
者
娃
国
論

総
評
こ
の
闘
わ
ざ
る
大
組
織
斎
藤
一
郎
著
　
2
9
0

相
つ
ぐ
闘
争
放
棄
と
後
退
に
今
や
姐
線
の
命
運
が
囲
わ
れ
る
ノ

労
働
組
合
と
は
な
に
か
　
大
森
我
人
著
　
4
5
0

公
式
的
な
庇
答
を
排
し
、
現
実
の
連
動
の
中
か
ら
答
え
を
採
る

同
盟
総
秤
に
対
抗
す
る
労
働
組
織

労
働
組
合
研
究
会
嬉
／
右
翼
的
労
働
連
動
の
原
流
を
徹
底
分
析

労
働
組
合
と
国
民
生
活
　
河
野
　
隷
普
　
3
5
0

イ
タ
リ
ア
労
働
運
動
に
み
る
労
組
と
地
域
的
課
題
の
轄
び
つ
き

反
戦
青
年
委
員
会
　
　
高
見
圭
司
編
著

新
た
な
労
働
運
鮒
を
め
ざ
し
つ
つ
あ
る
〝
反
戦
〟
の
発
生
史
′

大
型
合
併
と
労
働
組
合
倉
野
精
三
浦
著
　
3
2
0

靡
謎
再
館
は
い
か
な
る
問
題
を
労
働
者
に
な
げ
か
け
て
い
る
か

反
戦
青
年
労
働
者
　
福
岡
諾
意
欝
塞
紹
　
3
2
0

成
城
組
鞄
を
超
え
出
よ
う
と
す
る
青
年
労
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ト
ロ
ッ
キ
ー
＝
労
働
組
合
論
i
　
浦
田
伸
一
縞
訳
　
脚

府
国
王
誌
時
代
に
お
け
る
都
側
組
合
の
戦
略
・
賊
将
を
鮮
明
′

公
害
発
生
源
労
働
者
の
告
発

接
山
・
小
野
大
典
老
／
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
相
塊
労
組
の
闘
争
報
告

新
版
　
大
衆
活
動
　
季
光
燦
著
・
山
口
一
郎
沢
　
3
0
0

大
衆
遊
動
の
指
瀞
の
あ
り
方
を
毛
沢
東
思
想
に
も
と
づ
き
解
明

国
鉄
動
力
車
　
　
松
崎
明
・
谷
恭
介
著
　
4
8
0

8
本
を
ゆ
る
が
せ
た
2
5
日
間
の
舶
い
と
反
合
闘
争
の
薪
地
平
′
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学
生
戦
線
　
　
　
　
　
　
中
島
　
誠
著
　
2
9
0

全
共
闘
と
は
何
か
。
そ
の
飢
餓
原
理
と
発
生
根
拠
を
鋭
く
解
明

反
戦
派
高
校
生
　
　
　
　
竹
内
静
子
薯
　
3
2
0

自
立
し
た
南
榎
生
運
動
は
可
能
か
、
そ
の
思
想
と
行
絢
を
切
開

全
学
連
　
　
　
　
　
　
中
島
誠
編
著
㈱

恐
れ
る
世
代
の
思
想
と
行
動
を
内
側
か
b
描
く
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

高
校
生
は
反
逆
す
る
　
　
平
栗
清
司
縞
　
3
2
0

全
国
三
十
殺
枝
の
高
放
生
に
よ
り
舎
か
れ
た
闘
う
答
辞
を
鮨
嫌

大
学
占
拠
の
思
想
　
　
　
秋
田
明
大
編

つ
い
に
消
え
な
い
炎
を
鵬
袋
し
た
日
大
闘
争
の
原
理
的
発
想
′

工
業
高
校
　
そ
の
闘
い
と
救
宵
の
本
質
　
　
3
2
0

「
教
師
」
と
し
て
の
自
己
を
問
い
つ
め
関
っ
た
葛
西
工
商
談
告

果
て
し
な
さ
進
撃
　
　
東
大
全
共
闘
繍
　
2
9
0

通
常
を
求
か
孤
一
V
を
怒
れ
ぬ
そ
の
闘
い
の
爽
該
的
課
題
を
探
る

伝
習
寧
日
立
闘
争
宣
言
　
伝
習
館
救
援
会
繍
　
S

柳
川
伝
習
飴
に
お
け
る
．
偏
向
処
分
と
一
教
師
の
問
い
を
報
告

東
大
　
大
学
紛
争
の
原
点
　
生
越
　
息
著
　
2
9
0

制
度
的
矛
盾
の
告
発
か
ら
全
大
学
の
死
と
再
生
を
探
究
す
る
′

伝
習
館
・
教
育
主
体
の
構
造

伝
習
飽
披
投
合
描
／
伝
習
館
問
争
を
支
え
た
教
育
実
践
の
論
理

時
計
台
は
高
か
っ
た
　
大
原
紀
美
子
若

衆
大
闘
争
の
言
草
、
櫛
カ
の
暴
力
と
対
的
し
っ
つ
綴
る
手
記

大
学
　
　
　
伊
多
波
重
義
・
西
田
正
夫
繍
　
3
5
0

危
機
の
根
源
を
掘
り
下
げ
あ
た
ら
し
い
大
学
の
構
想
を
展
望
／

人
し
れ
ず
微
笑
ま
ん
　
　
離
　
党
千
綿
　
4
0
0

博
焚
笹
子
遺
稿
薬
。
日
本
の
苦
悩
を
自
己
の
苦
悩
と
し
た
晋
来

戯
歌
番
外
地
　
　
　
　
野
次
馬
旅
団
縞

学
生
遊
動
ざ
れ
歌
を
拾
い
集
め
た
（
替
歌
に
み
ろ
学
生
運
動
）

友
へ
　
樺
美
智
子
の
手
紙
　
樺
　
光
子
編
　
制

友
へ
の
微
笑
み
と
し
て
級
ち
れ
統
け
な
柿
さ
ん
の
関
い
の
日
々

過
激
派
壊
滅
作
戦
　
　
　
滝
川
　
洋
若
　
柳

公
安
謡
寮
の
実
態
と
日
常
活
動
を
公
安
記
者
が
克
明
に
取
材
す

経
済
学
入
門
　
上
・
下
　
長
洲
一
二
他
者
4
8
0
4
8
0

危
機
を
牢
堂
現
代
の
資
本
主
義
の
経
済
法
部
を
平
易
に
解
説
上
下

「
石
油
戦
争
」
と
日
本
経
済
　
宮
嶋
信
夫
著
　
脚

石
油
を
も
と
め
沸
騰
す
る
世
界
石
油
資
本
と
日
本
怪
演
の
現
実

日
本
経
済
人
門
　
　
　
中
村
秀
一
郎
編

こ
こ
十
数
年
、
激
変
を
寂
れ
た
日
本
経
済
の
発
展
過
程
を
分
析

日
本
の
防
衛
産
業
　
　
　
赤
城
正
一
著
　
脚

日
本
で
一
番
も
う
か
る
商
禿
、
そ
れ
こ
そ
防
縮
産
柴
で
あ
る
′

現
代
経
済
の
見
方
・
考
え
方
　
森
田
桐
郎
著

駁
低
こ
れ
だ
け
は
と
い
う
経
済
学
学
習
の
初
歩
を
明
寵
に
手
引

日
本
の
産
業
王
国
鈴
木
均
・
大
野
力
共
著
　
3
0
0

1
2
企
業
都
市
の
興
亡
に
現
代
の
歪
み
を
追
う
。
新
地
方
部
高
輪

貿
易
の
内
幕
　
　
　
　
　
森
井
　
清
書

複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
鹿
に
暗
曜
す
る
悪
態
人
た
ち
の
実
態

日
本
の
鉄
鍋
資
本
　
　
飯
田
満
悦
邦
書
　
3
2
0

百
本
の
屋
台
骨
と
家
誇
す
る
鉄
鋼
資
本
の
意
外
を
内
悪
を
暴
く

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
　
舘
謝
酷
薄
画

商
度
成
長
経
済
の
功
班
を
唸
招
十
・
∴
日
本
経
済
の
将
来
を
展
望

日
本
経
済
を
ど
う
す
る
か
高
橋
正
雄
他
著

高
度
成
長
と
不
況
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
を
ど
う
断
ち
切
れ
る
の
か

国
土
総
合
開
発
の
経
済
学
飯
田
清
悦
郎
著

住
み
に
、
′
　
生
き
に
く
い
経
済
大
国
」
の
仕
姐
み
き
あ
ぱ
く

軍
国
主
義
と
日
本
経
済
　
木
川
田
栄
薯

四
攻
防
を
軸
と
し
た
範
詣
淫
楽
の
急
成
長
と
日
本
経
済
の
変
谷

鉄
鍋
帝
国
の
神
話
　
　
　
佐
木
陰
三
着

鉄
鋼
労
働
着
の
現
状
報
告
が
、
7
0
年
代
の
合
理
化
攻
葬
を
京
睦

新
日
鉄
の
底
辺
か
ら
　
　
深
田
俊
祐
薯

新
日
鉄
そ
れ
は
下
請
け
労
働
着
の
血
と
汗
に
よ
る
繁
栄
の
虚
像

銀
行
合
併
の
現
場
か
ら
　
大
西
公
哉
著
　
3
2
0

、
金
融
再
編
成
，
の
ろ
わ
た
だ
し
い
動
き
の
実
態
を
現
場
か
ら

外
資
の
な
か
の
ニ
ッ
ポ
ン
　
内
橋
売
人
著
　
2
9
0

．
外
資
会
計
㌻
∴
の
日
常
と
そ
の
中
の
日
本
人
社
員
の
姿
を
追
う
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西
部
劇
　
　
　
　
　
　
　
摘
淵
　
健
著

盟
穂
を
写
黄
を
交
え
て
語
り
一
一
く
す
ブ
ナ
／
待
望
の
西
部
制
冶

現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
　
鈴
木
　
均
著
　
3
5
0

T
V
か
ら
社
内
報
ま
で
。
自
ら
の
体
験
で
掴
ん
だ
報
道
の
拾
寝

雑
学
と
し
て
ア
メ
リ
カ
　
昏
河
宗
一
薯

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
何
が
可
能
か
　
鈴
木
　
均
著
　
3
5
0

戦
争
体
験
と
．
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
か
か
あ
り
を
徹
底
追
究
す
る

ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
5
5
話

常
河
宗
－
詐
／
－
′
オ
∴
・
ク
　
ソ
／
ク
に
見
る
ア
メ
リ
カ
民
衆
史

現
代
雑
誌
論
　
　
　
　
　
清
水
哲
男
著
　
3
9
0

氾
濫
す
る
雑
誌
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
世
界
を
解
剖
す
る
新
雑
誌
論

ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
野
球
史
　
鈴
木
武
樹
著
　
3
9
0

ス
ポ
ー
ソ
ビ
ジ
ネ
ス
の
敦
を
実
現
し
た
そ
の
歴
史
過
潟
を
迫
っ

ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
　
清
水
哲
男
若
　
3
5
0

現
代
人
の
瞬
時
的
関
心
を
報
道
す
る
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
源
は

批
判
約
・
日
本
プ
ロ
野
球
史
　
鈴
木
武
樹
著
　
3
9
0

ス
ポ
ー
ツ
企
業
の
問
題
点
を
鋭
く
脂
桐
し
、
そ
の
再
生
を
凪
望

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
悪
　
女
　
小
沢
信
男
著
　
3
5
0

マ
ス
コ
ミ
を
騒
が
せ
ト
∵
⊂
ウ
イ
ン
通
の
婆
に
民
衆
の
税
を
み
る

増
補
　
武
道
の
理
論
　
　
南
郷
継
正
著

勝
負
輸
・
上
通
論
を
弁
誕
法
を
襲
梗
し
て
展
開
す
る
異
色
作
′

ド
三
メ
ン
ト
　
犯
罪
の
主
役
た
ち
小
沢
信
男
著
　
2
9
0

う
ち
薬
て
ら
れ
た
風
俗
犯
罪
の
贋
に
現
代
社
会
の
病
根
を
映
る

さ
か
な
歳
時
記
　
　
　
　
秋
谷
重
男
君
　
2
6
0

釣
り
の
風
物
詩
か
ら
魚
の
鮮
済
半
ま
で
菓
し
い
さ
か
な
つ
く
め

蒸
　
発
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
忠
良
苦
　
2
6
0

人
生
搬
棟
の
典
に
潜
む
現
代
人
の
暗
い
欲
望
と
不
安
を
衝
く
ノ

ラ
ジ
カ
ル
・
ア
メ
リ
カ
　
砂
田
一
郎
著
　
3
2
0

噴
出
す
る
ア
メ
リ
カ
広
既
成
世
代
の
鮮
烈
な
行
動
と
思
想
棚
沢

殺
人
者
の
意
思
　
　
　
　
鎌
田
忠
良
著
　
3
9
0

械
須
賀
紋
様
破
算
件
と
述
統
射
殺
事
件
を
軸
に
分
析
す
る
殺
意


